
編集後記の笑う埴輪　　前号の表紙に登場した忍者を追い，捕り方が駆けつけたというイメー
ジで表紙の写真を構想してみたのだが，小道具や衣裳が追い付かなかった。御用提灯は調達でき
ず，和装は甚

じん

平
べえ

が限界であった。借用した提灯には，よりによって「しあわせ」の文字が書かれ
ていた。甚平を着た女子大生が，縄文時代の石

せっけん

剣を持って「しあわせ」をアピールするという，
なんとも不思議な写真をお届けしたい。　　　

　（2017.8.25 撮影　博物館実習「女子大生と甚平」第１弾）
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速報！　鷹ノ巣遺跡第４次調査／「ふるさと考古学」で発掘調査の体験をしました！

｢出会い，別れ，そして夢考古学の旅路｣　第19 回　遺跡の保存と整備　（川崎純徳）

資料紹介　十五郎穴横穴墓群指渋支群出土の土器　（佐々木義則）

１ケース・ミュージアム43　平成 28 年度鷹ノ巣遺跡発掘調査速報展

１ケース・ミュージアム42　貝殻で付けた文様 遺跡めぐり　栃木県の貝塚散歩

ひたちなか市の古墳⑩　津田西山古墳群 横穴墓を歩く⑱　桜小路横穴墓群　（鈴木朋子）

歴史の小窓⑲　身分相応の器 虎塚古墳花便り⑲　ギンリョウソウ ほか
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速報！　

  鷹ノ巣遺跡第４次調査
　鷹ノ巣遺跡は，ひたちなかインターチェンジのすぐ東側の台地上に位置しています。この調査は，

市営たかのす霊園拡張に伴うもので，鷹ノ巣遺跡では 1992・2005・2012 年度につづき４度

目の調査となります。調査期間は 2016 年５月 17 日から 11 月 30 日まで実施しました。調査

では，住居跡１６基，溝状遺構２条，土坑１基などを確認しました。今回の調査によって，鷹ノ巣

遺跡では８７基の住居跡が調査されたことになります。第３次までの調査で住居跡などからたくさ

んの貴重な遺物が出土していますが，今回の調査でもいろいろな遺物が出土しました。ここでは，

調査の速報として第４次調査の成果をお知らせします。

鷹ノ巣遺跡調査の歴史

《第１次調査》

調査期間：1992 年 11 月 4 日～ 1993 年

　　　　　3月 17 日

遺構：住居跡 28 基（古墳～平安時代）

《第２次調査》

調査期間：2005 年 7 月 29 日～ 2006 年

　　　　　2月 28 日

遺構：住居跡 40 基（弥生～平安時代）

主な出土遺物：市内出

土初の弥生時代のガラ

ス小玉や奈良時代の文

字瓦。

《第３次調査》

調査期間：2012年 5月 12日～ 7月11日

遺構：住居跡 3基（古墳～奈良時代）

主な出土遺物：古墳時代後期の第 28 号

住居跡では，杯形土器が出入り口に一

列に置かれた状態

で出土しました。

鷹ノ巣遺跡 第４次調査

調査期間：2016 年 5 月 17 日～ 11 月 30 日

遺構：住居跡 16 基，溝状遺構 2条，土坑 1基

　　　　弥生時代後期：1基

　　　　古墳時代後期：8基

　　　　奈良・平安時代：7基

主な出土遺物：古墳時代後期の第 77 号住居跡からは，　

　　　　　　　　出入り口部分に多数の杯形土器が重

　　　　　　　　なった状態で出土しました。また，床

　　　　　　　　面からコバルト色のガラス小玉１点が

　　　　　　　　出土しました。さらに石炭製の玉と思

　　　　　　　　われるものも検出しています。

2



鷹ノ巣遺跡遠景（写真左上：那珂川河口）
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弥生時代 第 68 号住居跡は，弥生時代後期前半の「東中根式」土器を伴う遺構です。平

面形は不整円形を呈し，壁面は竪穴中央に向かって緩傾斜状で，床面に平坦面

はありません。このような平面形が不整形で，床面に平坦面がないといった特

異な住居跡は，市内高
こうやてらばたけ

野寺畑遺跡や東海村白
しらかた

方遺跡群などで確認されています。

第６８号住居跡 高野寺畑遺跡第Ⅰ -８号住居跡

古墳時代 古墳時代の住居跡は８基を確認し，時期はすべて後期に比定されます。８基の

住居跡の内４基が一辺７ｍを越える大型住居跡で，このような大型住居跡が近

接して４基も確認されることは希な事例です。また，甕形土器を２つ設置した

と思われる竃
かまど

も確認しました。さらに，焼失した住居跡が多く，住居の構築材

と思われる炭化材を確認できました。

奈良・ 奈良・平安時代の遺構は，住居跡７基と溝状遺構１条，土坑１基を確認しまし

た。第 82 号住居跡の調査では，竃の脇に小型の竃を併設していました。この

ような竃は，当遺跡のすぐ東に位置する宮
み や ご

後遺跡第 16 号住居跡でも確認され

ています。茨城県内では他に類例のない珍しい竃です。

第７１号住居跡竃 第 77 号住居跡炭化材出土状況

平安時代

第 82 号住居跡竃 宮後遺跡第 16 号住居跡竃
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「ふるさと考古学」で発掘調
査の体験をしました！

小中学生体験講座

今回の鷹ノ巣遺跡の調査では，遺跡の活用と公開を目的として，小中学生体験講座「ふるさと考古学」

で発掘調査体験などを実施しました。講座では，古墳時代後期の第 77 号住居跡で発掘調査体験を

したり，住居跡の床に座って「古事記」の朗読を聞いたりしました。また，第 77 号住居跡について，

住んでいた人や家のつくりについて考えてみました。

住居跡の確認の仕方を教わる 第 77 号住居跡の発掘調査を開始

発掘調査を体験中！ 住居跡の床に座って「古事記」を聞く

遺跡での体験を振り返りながら，第 77 号住居跡についていろいろと考えてみました
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市内の佐野中学校と大島中学校の生徒が職場体験として発掘調査を体験しました。

大島中学校２年生佐野中学校２年生

ワンケース・ミュージアム 43

　
今
回
の
展
示
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
の
鷹
ノ
巣
遺
跡

の
発
掘
調
査
の
成
果
の
一
部
と
し
て
、
古
墳
時
代
後
期

の
第
七
七
号
住
居
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
を
中
心
に
展

示
し
ま
し
た
。

　
第
七
七
号
住
居
跡
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
壊
れ
て
い
な

い
杯
が
重
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

杯
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
）
の
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
杯
を
み
る
と
、
形
や
色
で
大
き
く
二
種
類

の
杯
に
わ
け
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
口
縁
部
（
器
の

上
の
部
分
）
が
外
側
に
大
き
く
開
く
も
の
で
、
ベ
ン
ガ

ラ
が
塗
ら
れ
た
赤
い
土
器
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
口

縁
部
の
中
間
に
段
を
も
ち
、
漆
を
塗
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
黒
い
土
器
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
赤
い
土
器
と
黒
い
土
器
は
、
当
時
ど
の
よ

う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
ま
だ
判
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
重
ね
た
状
態
で
住
居
の
床
面
か
ら
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
住
居
で
同
時
期
に
使
用
さ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
石
炭
製
の
玉
？
　
　
今
回
調
査
し
ま
し
た
古
墳
時
代

後
期
の
第
七
一
号
住
居
跡
か
ら
は
、
石
炭
製
の
玉
と
思

わ
れ
る
遺
物
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
同

じ
よ
う
に
古
墳
時
代
後
期
の
住
居
跡
か
ら
多
く
の
石
炭

片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
石
炭
製
の
遺
物
は
市
内
で
は

過
去
に
出
土
例
が
な
く
、
非
常
に
珍
し
い
出
土
遺
物
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
田
健
一
）

6



　

縄
文
時
代
の
早
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
、
全
国
的
に

使
用
さ
れ
て
い
た
文
様「
貝
殻
文
」に
つ
い
て
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

　

貝
殻
文
は
、文
字
通
り
貝
殻
を
原
体
と
す
る
文
様
で
、

「
貝
殻
腹
縁
文
」「
波
状
貝
殻
文
」「
貝
殻
条
痕
文
」「
回
転

文
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
二
枚
貝
」や「
巻
貝
」の
一
部

（
殻
頂
・
腹
縁
・
殻
表
）を
押
し
付
け
る
、
押
し
付
け
て
引

く
、
押
す
引
く
を
繰
り
返
す
、
突
き
刺
し
て
施
文
し
ま

す
。
ま
た
ロ
ッ
キ
ン
グ
と
い
っ
て
揺
り
椅
子
の
よ
う
に

貝
を
揺
ら
し
な
が
ら
施
文
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

縄
文
時
代
早
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
の
文
様
は
二
枚

貝
を
使
っ
て
施
文
さ
れ
て
お
り
、
条
痕
文
は
全
国
的
に

み
ら
れ
ま
す
。
早
期
で
は
腹
縁
や
殻
表
の
圧
痕
文
が
多

く
、
前
期
後
葉
の
関
東
で
波
状
文
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
現
在
検
出
さ
れ
て
い
る
中
で
最
も
古
い
も

の
は
九
州
の
草
創
期
の
土
器
で
、
隆
り
ゅ
う

帯た
い

の
上
に
殻
頂
部

が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
期
に
は
全
国
的
に
下
火
に
な

り
ま
す
。
後
期
に
な
る
と
今
度
は
、
巻
貝
を
使
用
し
た

文
様
が
近
畿
・
中
国
四
国
地
方
で
現
れ
、
北
陸
・
東
海

地
方
へ
と
広
が
っ
て
い
き
、晩
期
前
葉
ま
で
続
き
ま
す
。

そ
の
後
、
晩
期
後
葉
に
再
び
一
部
地
域
で
二
枚
貝
を
使

用
し
た
文
様
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
内
で
み
ら
れ
る
貝
殻
文
は
、
早
期
の

田た

戸ど

下か

層そ
う

式
土
器
、
条
痕
文
系
土
器
群
、
前
期
の
浮う
き

島し
ま

式
土
器
、
興お
き

津つ

式
土
器
に
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。
武た
け

田だ

原は
ら

前ま
え

遺
跡
や
東
ひ
が
し

石い
し

川か
わ

十
じ
ゅ
う

文も
ん

字じ

遺
跡
な
ど
で
出
土
す
る

田
戸
下
層
式
土
器
に
は
、
沈
線
で
区
画
さ
れ
た
中
に
貝

殻
腹
縁
文
が
充
填
さ
れ
て
い
ま
す
。
小こ

川が
わ

貝
塚
で
出
土

す
る
土
器
に
多
数
み
ら
れ
る
波
状
貝
殻
文
は
、
腹
縁
を

ロ
ッ
キ
ン
グ
す
る
方
法
に
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
施
文
具
の
貝
種
が
異

な
る
だ
け
で
は
な
く
、密
に
波
状
文
を
描
い
た
も
の
や
、

疎ま
ば
らに

描
い
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
一
見
、
波
状
に

み
え
な
い
ほ
ど
に
密
に
波
状
文
を
施
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
三み

反た
ん

田だ

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
興
津
Ⅱ
式

土
器
の
口
唇
部
に
は
殻
頂
部
が
押
圧
さ
れ
て
お
り
、
体

部
に
は
波
状
文
が
七
段
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
二
枚
貝
」「
巻
貝
」と
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
貝
種
な

の
で
し
ょ
う
か
。
土
器
の
文
様
に
残
っ
た
圧
痕
の
特
徴

と
、
貝
塚
で
検
出
さ
れ
た
貝
の
種
類
、
貝
の
生
息
条
件

か
ら
推
測
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
、
二
枚
貝
で
は
太
い
放
射
肋
が
あ
る
ハ
イ

ガ
イ
・
サ
ル
ボ
ウ
ガ
イ
・
ア
カ
ガ
イ
、
細
い
放
射
肋
の

あ
る
ア
サ
リ
、
放
射
肋
の
な
い
ハ
マ
グ
リ
・
シ
オ
フ
キ
、

巻
貝
で
は
カ
ワ
ア
イ
・
ヘ
ナ
タ
リ
・
イ
ボ
ウ
ミ
ニ
ナ
・

ウ
ミ
ニ
ナ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
展
示
で
は
、

サ
ル
ボ
ウ
・
ハ
イ
ガ
イ
・
ハ
マ
グ
リ
な
ど
を
利
用
し
て

文
様
を
復
元
し
ま
し
た
。  　

                   

（
菊
池
順
子
）

ワンケース・ミュージアム 42

復元した貝殻文 ( 括弧内は使用した貝）

貝殻波状文（左上からシオフキ・サルボウ・ハマグリ・ハイガイ）

貝殻腹縁文（サルボウ） 貝殻背圧痕文（サルボウ）

貝殻波状文と貝殻背圧痕文
（三反田遺跡出土 興津Ⅱ式土器）

貝殻波状文

貝殻背圧痕文

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
〒312-0011 ひたちなか市中根 3499　℡029-276-8311

9:00 ～ 17:00 ( 入館は 16:30 まで )

入館無料
月曜休館（祝日の場合は翌日）平成 29 年5 月 20 日 ７月９日(日)(土)

1CaseMuseum Vol.42
遺跡めぐり参考展示

貝 殻 で 付けた文様
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遺跡めぐり

　

雨
模
様
の
五
月
二
六
日
、
二
〇
一
七
年
度
の
遺
跡
め
ぐ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。
千
葉
県
、
霞
ヶ
浦
、
埼
玉
県
に

続
く
「
貝
塚
散
歩
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
縄
文
時
代
の
遺

跡
や
博
物
館
を
訪
れ
ま
す
。
約
六
〇
〇
〇
年
前
が
頂
点

の
「
縄
文
海
進
」
で
栃
木
県
の
近
く
ま
で
海
が
入
り
込

み
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
周
囲
に
は
貝
塚
が
残
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
奥
東
京
湾
と
呼
ば
れ
、
そ
の
最
奥
部
に

相
当
し
ま
す
。
実
際
に
見
学
し
た
の
は
貝
塚
で
は
な
く
、

宇
都
宮
市
の
大お
お

谷や

寺じ

（
洞
穴
遺
跡
）、
栃
木
県
立
博
物
館
、

う
つ
の
み
や
歴
史
の
広
場
（
根ね

古ご

谷や

台だ
い

遺
跡
）
の
三
ヶ

所
で
し
た
。

　
大
谷
寺
は
、
平
安
時
代
の
磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

が
「
大
谷
観
音
」

の
名
前
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
防
災
工
事
に
伴

い
一
九
六
五
年
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
洞
穴
遺
跡

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、「
縄
文
海
進
」
の
時
期
に

も
生
活
の
痕
跡
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
シ
オ
フ
キ
、
ハ
イ

ガ
イ
、
ハ
マ
グ
リ
な
ど
海
産
の
貝
殻
が
検
出
さ
れ
て
い

て
、
海
岸
部
と
の
関
係
が
窺
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貝
殻

は
、
食
糧
の
残
滓
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
土

器
に
文
様
を
付
け
る
た
め
の
道
具
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

ず
、
こ
れ
が
参
考
展
示
の
ワ
ン
ケ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
貝
殻
で
付
け
た
文
様
」
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
栃
木
県
立
博
物
館
は
、
歴
史
部
門
に
栃
木
市
篠し

の

山や
ま

貝

塚
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
篠
山
貝
塚
は
、
奥

東
京
湾
最
奥
部
の
貝
塚
の
な
か
で
も
、
一
際
規
模
の
大

き
な
貝
塚
で
す
。
竪
穴
住
居
跡
の
中
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

を
主
体
と
す
る
貝
層
が
堆
積
し
た
状
態
を
、
剥
ぎ
取
ら

れ
た
断
面
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
う
つ
の
み
や
歴
史
の
広
場
は
、
根
古
谷
台
遺
跡
が
史

跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
で
す
。
大
型
竪
穴
住

居
跡
や
長
方
形
大
型
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
一
九
八
八
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
同
市
古ふ
る

宿じ
ゅ
く遺
跡
や
足
利
市
神か
ん

畑ば
た
け遺
跡
に
も
検
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
大
型
建
物
跡
は
、
貝
塚

が
形
成
さ
れ
た
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
興
味
を

覚
え
ま
す
。大
型
住
居
跡
は
、参
加
者
全
員
が
中
に
入
っ

て
も
ま
だ
ま
だ
余
裕
の
あ
る
広
さ
で
し
た
。
公
園
内
を

散
策
す
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、
復
元
さ
れ
た
長
方
形

大
型
建
物
の
前
で
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。（

鈴
木
素
行
）

鷹ノ巣から来ました

（2017.7.26　センター玄関付近で撮影）

栃木県の貝塚散歩
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18

鈴木　朋子

（亘理町教育委員会）

　
桜
小
路
穴
墓
群
は
、
宮
城
県
亘わ

た

り理
郡
亘
理
町
字
桜
小

路
・
字
見
田
内
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
亘
理
駅
か
ら
約
八
〇
〇

ｍ
西
の
、
阿
武
隈
高
地
か
ら
派
生
す
る
標
高
三
〇
ｍ
程

の
丘
陵
北
端
部
の
斜
面
に
分
布
す
る
。

　
町
内
に
は
横
穴
墓
群
が
十
一
遺
跡
確
認
さ
れ
て
お

り
、
本
遺
跡
の
ほ
か
堤つ
つ
み
の
う
ち

の
内
横
穴
墓
群
、
袖そ
で
が
さ
わ

ヶ
沢
横

穴
墓
群
な
ど
九
遺
跡
が
町
中
心
部
以
北
に
分
布
し
て

い
る
。
南
に
隣
接
す
る
山
元
町
を
含
む
亘
理
郡
域
で

み
る
と
、
墳
墓
の
分
布
域
は
大
き
く
四
地
域
に
分
け

ら
れ
る
。

　
本
遺
跡
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
江
戸
時
代
末
期
に
描

か
れ
た
城
館
図
に
も
「
蝦え

ぞ

あ

な

夷
穴
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
五
年
、
遺
跡
北
部
で
の
団
地
造
成
事
業
計
画
に

伴
っ
て
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
二
六
基
の
横

穴
墓
が
確
認
さ
れ
、
土
器
や
鉄
製
品
、
玉
類
が
出
土
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
二
一･

二
二
年
度
に
遺
跡
南
部
で

の
都
市
計
画
道
路
建
設
計
画
に
伴
っ
て
実
施
し
た
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
新
た
に
二
一
基
の
横
穴
墓
が
確
認
さ

れ
た
。
本
遺
跡
北
に
隣
接
す
る
鹿か

し
ま
は
ち
ま
ん
ど
う

島
八
幡
堂
横
穴
墓
群

を
含
め
る
と
六
〇
基
を
超
え
る
横
穴
墓
が
造
ら
れ
た
と

み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
同
一
氏
族
集
団
の
墓
群
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
横
穴
墓
玄げ
ん
し
つ室
の
平
面
形
は
、
正
方
形
ま
た
は
長
方
形

が
大
半
を
占
め
る
が
、
楕
円
形
・
扇
形
・
逆
台
形
の
も

の
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
規
模
は
一
辺
二･

三
～
三･

一
ｍ
の
大
型
の
も
の
と
、
一
辺
一･

五
～
一･

七
ｍ
の

小
型
の
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
立
面
形
は
ア
ー
チ
形
が

多
く
、
ド
ー
ム
形
や
台
形
の
も
の
も
み
ら
れ
る
。
玄
室

に
は
角
礫れ
き

の
敷
石
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
玄
門
に
は
閉

塞
石
を
も
つ
も
の
が
多
く
、
羨せ
ん
ど
う道
は
比
較
的
長
い
。
玄

室
の
形
態
は
福
島
県
浜
通
り
北
部
と
ほ
ぼ
同
様
の
特
徴

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
阿
武
隈
川
河
口
域
か
ら
太
平
洋
沿

岸
地
域
へ
の
連
続
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
出
土
遺
物
は
土は

じ

き

師
器
、
須す

え

き

恵
器
、
直
刀
・
蕨わ
ら
び
て
と
う

手
刀
・

鉄て
つ
ぞ
く鏃

・
耳じ

か

ん環
な
ど
の
金
属
製
品
、
瑪め

の

う瑙
製
勾ま
が
た
ま玉

・
ガ
ラ

ス
製
小
玉
・
琥こ

は

く珀
製
棗な
つ
め
だ
ま

玉
・
水
晶
製
切き
り
こ
だ
ま

子
玉
な
ど
の
玉

類
で
、
お
も
に
玄
室
や
羨
道
の
床
面
や
堆
積
土
中
か
ら

出
土
し
て
い
る
。

　
横
穴
墓
の
造
営
時
期
は
、
東
北
に
お
け
る
横
穴
墓

の
出
現
期
で
あ
る
六
世
紀
後
葉
か
ら
末
葉
に
開
始

し
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
十
世
紀
代
に
は
使
用
が
終
了
し
た
と
み
ら
れ

る
。「
曰
理(

亘
理)

」
が
、
郡
と
し
て
初
め
て
記
録

さ
れ
た
の
は
養
老
二
（
七
一
八
）
年
の
『
続
日
本

紀
』
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
被
葬
者
は
律
令

政
府
と
交
流
を
も
っ
た
有
力
者
で
あ
る
可
能
性
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
ら
れ
る
。

宮城県亘理郡亘理町

桜
さくらこうじ

小路横穴墓群

横穴墓群Ｓ区全景

横穴墓平面分布図
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平成 21・22 年度調査の横穴墓

昭和 55 年調査の横穴墓
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N区

W区

S区

20

122

3

17

15
ｍ

10ｍ

15ｍ

15
ｍ 10
ｍ

その他の遺構

道路計画範囲

桜小路横穴墓群墓群平面図

30m0

横穴墓群出土遺物

9



４世紀 ５世紀 ６世紀 ７世紀

？津田西山

第１号墳

津田西山古墳群第１～３号墳（[大森 1964]）

第１号墳

津田西山古墳群一覧 [住谷 1982]

第３号墳

第２号墳

津田西山古墳群古墳分布図

第１号墳埋葬施設

津田西山古墳群第１号墳円筒埴輪出土状況

第２号墳埋葬施設 第３号墳埋葬施設

第１号墳出土円筒埴輪

第１号墳出土鉄剣

ミニ知識　
　第１号墳の埋葬施設である「木炭槨」は，2010 年１月現在全国で 61 例しかない希少

な埋葬施設で，茨城県内では他に類例がありません。また，分布も静岡県よりも東の

地域に分布し，西日本には５例しかないという偏りがみられます [野本 2011]。

　津田西山古墳群は，ひたちなか市の西部，那珂川に南面した台地上に位置しています。古墳

は記録によると 13 基を確認していますが，現在は残っていません。発掘調査は，1963 年に前方後円

墳１基と円墳３基で実施しています。この調査では，水戸市などの高校の史学クラブの生徒が活躍して

います。調査結果は以下のとおりです。

　第１号墳は，全長 25.5ｍ，前方部幅 18ｍ，前方部高２ｍ，後円部径 16.5ｍ，後円部高 2.5ｍの小

型の前方後円墳です。墳丘の調査では，円筒埴輪が並んで配置されている状況が確認されました。埋葬

施設は，後円部の北側で確認されました。規模は外形が全長 4.3ｍ，幅 1.75ｍ，深さ 62 ㎝，内形が全

長 3.9ｍ，幅 1.3ｍ，深さ 59 ㎝で，断面形は U 字形を呈し，厚さ約 20 ㎝の木炭が被覆していました。

この埋葬施設は木炭で覆われていることが特徴で，木炭槨と呼ばれています。埋葬施設内からは，鉄剣

が１口と鉄鏃数点，刀子２点が出土しました。古墳が築造された時期は６世紀中頃と考えられます。

　第２号墳は，直径 22ｍ，高さ 1.5ｍの円墳です。埋葬施設は粘土槨と呼ばれるもので，全長 4.75ｍ，

幅 68 ㎝，深さ 40 ㎝を測ります。遺物は出土していません。

　第３号墳は，直径 20ｍ，高さ 1.75ｍの円墳です。墳丘からは円筒埴輪が出土しています。埋葬施設

は第２号墳と同じ粘土槨で，全長 4ｍ，幅 80 ㎝，深さ 25 ㎝を測ります。粘土槨の底部の一部には小

石が敷き詰められていました。埋葬施設からは鉄鏃 20 本ほどが出土しました。

　第４号墳は墳丘が失われており，確認された周溝から直径約 15ｍの円墳と推定されています。埋葬

施設には粘土槨が確認されています。

　この他の古墳では，第６号墳と第８号墳で横穴式石室が確認されています。よって，当古墳群は，６

世紀中葉から７世紀前半に築造された古墳群と考えられます。

＊津田西山古墳群は現在残っていないため，見学できません。

ひたちなか市の古墳

見学ガイド

＊古墳の場所や市内の古墳の概要については，『埋文だより』第 37 号をご覧下さい。

10　津田西山古墳群
つ だ に し や ま

もくたんかく

＊参考文献：大森信英 1964 『勝田市津田・西山古墳群調査報告』勝田市教育委員会　　　　住谷光男 1982『勝田市埋蔵文化財分布調査報告書　昭和 56 年度版』勝田市教育委員会

　　　　　　野本孝明 2011 「木炭槨考 -東日本における木炭槨の基礎的研究 -」『國學院大學学術資料館考古学資料館紀要』27 号　國學院大學考古学資料館研究室

10m0

1

8

2 4
12

11
10

3

5 9

6 13 7?

1945 年 2 月撮影 100m0

1m0

津田西山古墳群

津田天神山古墳群

てっけん

てつぞく とうす

ねんどかく

古墳名 墳　形 規　模（ｍ） 備　　 考

前方後円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳 　

円墳

円墳

1号墳

2号墳

3号墳

4号墳

5号墳

6号墳

7号墳

8号墳

9号墳

10号墳

11号墳

12号墳

13号墳

円墳

全長 25.5， 後円部径 16.5， 前方部

幅 18， 後円部高 2.5， 前方部高 2

直径 22， 高さ 1.5

直径 20， 高さ 1.8

直径 12

直径 20， 高さ 1.5

直径 15， 高さ 3 （推定）

直径 15， 高さ 4 （推定）

木炭槨 （全長 4.3ｍ）， 鉄剣 1， 刀子 2， 鉄鏃 4，

円筒埴輪がめぐっている。

粘土槨 （全長 4.8ｍ）

粘土槨 （全長 4ｍ）， 鉄鏃 20。 円筒埴輪が部分

的にめぐる。

粘土槨 （全長 2.8ｍ）。 戦前頃墳丘消失。

＊「現存する。」 とあるが確認できない。

昭和 20 年頃， 開墾のため削平。 凝灰岩製の横

穴式石室。 直刀 3 出土。

昭和 27 年頃， 伊東重敏氏等調査， 円筒埴輪

出土。

永井国一氏宅内， 昭和 20 年頃削平。 凝灰岩製

の横穴式石室。

戦前頃削平， 円筒埴輪出土。

昭和 38 年以前に墳丘消失。

昭和 38 年以前に墳丘消失。

昭和 38 年以前に墳丘消失。

昭和 38 年以前に墳丘消失。
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４世紀 ５世紀 ６世紀 ７世紀

？津田西山

第１号墳

津田西山古墳群第１～３号墳（[大森 1964]）

第１号墳

津田西山古墳群一覧 [住谷 1982]

第３号墳

第２号墳

津田西山古墳群古墳分布図

第１号墳埋葬施設

津田西山古墳群第１号墳円筒埴輪出土状況

第２号墳埋葬施設 第３号墳埋葬施設

第１号墳出土円筒埴輪

第１号墳出土鉄剣

ミニ知識　
　第１号墳の埋葬施設である「木炭槨」は，2010 年１月現在全国で 61 例しかない希少

な埋葬施設で，茨城県内では他に類例がありません。また，分布も静岡県よりも東の

地域に分布し，西日本には５例しかないという偏りがみられます [野本 2011]。

　津田西山古墳群は，ひたちなか市の西部，那珂川に南面した台地上に位置しています。古墳

は記録によると 13 基を確認していますが，現在は残っていません。発掘調査は，1963 年に前方後円

墳１基と円墳３基で実施しています。この調査では，水戸市などの高校の史学クラブの生徒が活躍して

います。調査結果は以下のとおりです。

　第１号墳は，全長 25.5ｍ，前方部幅 18ｍ，前方部高２ｍ，後円部径 16.5ｍ，後円部高 2.5ｍの小

型の前方後円墳です。墳丘の調査では，円筒埴輪が並んで配置されている状況が確認されました。埋葬

施設は，後円部の北側で確認されました。規模は外形が全長 4.3ｍ，幅 1.75ｍ，深さ 62 ㎝，内形が全

長 3.9ｍ，幅 1.3ｍ，深さ 59 ㎝で，断面形は U 字形を呈し，厚さ約 20 ㎝の木炭が被覆していました。

この埋葬施設は木炭で覆われていることが特徴で，木炭槨と呼ばれています。埋葬施設内からは，鉄剣

が１口と鉄鏃数点，刀子２点が出土しました。古墳が築造された時期は６世紀中頃と考えられます。

　第２号墳は，直径 22ｍ，高さ 1.5ｍの円墳です。埋葬施設は粘土槨と呼ばれるもので，全長 4.75ｍ，

幅 68 ㎝，深さ 40 ㎝を測ります。遺物は出土していません。

　第３号墳は，直径 20ｍ，高さ 1.75ｍの円墳です。墳丘からは円筒埴輪が出土しています。埋葬施設

は第２号墳と同じ粘土槨で，全長 4ｍ，幅 80 ㎝，深さ 25 ㎝を測ります。粘土槨の底部の一部には小

石が敷き詰められていました。埋葬施設からは鉄鏃 20 本ほどが出土しました。

　第４号墳は墳丘が失われており，確認された周溝から直径約 15ｍの円墳と推定されています。埋葬

施設には粘土槨が確認されています。

　この他の古墳では，第６号墳と第８号墳で横穴式石室が確認されています。よって，当古墳群は，６

世紀中葉から７世紀前半に築造された古墳群と考えられます。

＊津田西山古墳群は現在残っていないため，見学できません。

ひたちなか市の古墳

見学ガイド

＊古墳の場所や市内の古墳の概要については，『埋文だより』第 37 号をご覧下さい。

10　津田西山古墳群
つ だ に し や ま

もくたんかく

＊参考文献：大森信英 1964 『勝田市津田・西山古墳群調査報告』勝田市教育委員会　　　　住谷光男 1982『勝田市埋蔵文化財分布調査報告書　昭和 56 年度版』勝田市教育委員会

　　　　　　野本孝明 2011 「木炭槨考 -東日本における木炭槨の基礎的研究 -」『國學院大學学術資料館考古学資料館紀要』27 号　國學院大學考古学資料館研究室

10m0

1

8

2 4
12

11
10

3

5 9

6 13 7?

1945 年 2 月撮影 100m0

1m0

津田西山古墳群

津田天神山古墳群

てっけん

てつぞく とうす

ねんどかく

古墳名 墳　形 規　模（ｍ） 備　　 考

前方後円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳 　

円墳

円墳

1号墳

2号墳

3号墳

4号墳

5号墳

6号墳

7号墳

8号墳

9号墳

10号墳

11号墳

12号墳

13号墳

円墳

全長 25.5， 後円部径 16.5， 前方部

幅 18， 後円部高 2.5， 前方部高 2

直径 22， 高さ 1.5

直径 20， 高さ 1.8

直径 12

直径 20， 高さ 1.5

直径 15， 高さ 3 （推定）

直径 15， 高さ 4 （推定）

木炭槨 （全長 4.3ｍ）， 鉄剣 1， 刀子 2， 鉄鏃 4，

円筒埴輪がめぐっている。

粘土槨 （全長 4.8ｍ）

粘土槨 （全長 4ｍ）， 鉄鏃 20。 円筒埴輪が部分

的にめぐる。

粘土槨 （全長 2.8ｍ）。 戦前頃墳丘消失。

＊「現存する。」 とあるが確認できない。

昭和 20 年頃， 開墾のため削平。 凝灰岩製の横

穴式石室。 直刀 3 出土。

昭和 27 年頃， 伊東重敏氏等調査， 円筒埴輪

出土。

永井国一氏宅内， 昭和 20 年頃削平。 凝灰岩製

の横穴式石室。

戦前頃削平， 円筒埴輪出土。

昭和 38 年以前に墳丘消失。

昭和 38 年以前に墳丘消失。

昭和 38 年以前に墳丘消失。

昭和 38 年以前に墳丘消失。
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川崎 純徳

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路
第19回　遺跡の保存と整備

　

保
存
運
動
の
展
開　

五
〇
年
を
超
す
考
古
学
と
の
関

わ
り
の
中
で
多
く
の
遺
跡
の
調
査
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

国
・
県
指
定
の
史
跡
で
は
馬ま

わ

渡た
り

埴
輪
製
作
遺
跡
、
虎
塚

古
墳
、
常ひ

た
ち陸
国こ
く

分ぶ
ん

寺じ

跡
、
大お
お

串く
し

貝
塚
、
真ま

壁か
べ

城
跡
な
ど

の
調
査
に
参
加
で
き
た
し
、
吉よ

し

田だ

古
墳
、
台だ
い

渡わ
た

里り

官か
ん

衙が

遺
跡
、
泉
い
ず
み
さ
か
し
た

坂
下
遺
跡
、
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
、
瓦
か
わ
ら

塚づ
か

瓦が

窯よ
う

跡
等
の
整
備
に
も
関
わ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
望
外

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
五
〇
年
間
は
ま
た
保
存
運
動
の
五
〇
年
で
も

あ
っ
た
。
保
存
運
動
は
美
浦
村
陸お

か

平だ
い
ら貝
塚
、
利
根
町
花は
な

輪わ

台だ
い

貝
塚
、
稲
敷
市
椎し
い

塚づ
か

貝
塚
、
か
す
み
が
う
ら
市
富ふ

士じ

見み

塚づ
か

古
墳
等
で
展
開
し
た
。
そ
れ
以
外
で
も
市
町
村

に
出
向
い
て
保
存
を
働
き
か
け
た
遺
跡
は
い
く
つ
も
あ

る
。
多
く
は
孤
立
無
援
の
運
動
で
あ
っ
た
。
初
期
の
運

動
は
関
東
文
化
財
保
存
協
議
会
（
関
文
協
）
と
連
携
し
、

後
に
文
化
財
保
存
全
国
協
議
会
（
文
全
協
）
の
設
立
に

も
参
加
し
た
。
こ
う
し
た
運
動
の
中
で
何
人
か
の
研
究

者
と
対
立
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
運
動
は
か
っ
こ
よ
さ

の
問
題
で
は
な
い
し
、
ま
た
研
究
者
と
し
て
の
ス
テ
ー

タ
ス
の
問
題
で
も
な
い
。
保
存
運
動
に
無
関
心
で
あ
り

な
が
ら
、
運
動
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
振
る
舞
っ
て

い
る
研
究
者
も
多
い
。
鹿か

の
子こ

遺
跡
の
保
存
運
動
の

後
、
文
全
協
と
は
運
動
の
理
念
を
共
有
で
き
ず
に
袂
を

分
か
っ
た
。

　

運
動
は
良
く
地
域
に
根
差
し
た
保
存
運
動
と
か
、
住

民
本
位
の
史
跡
整
備
を
主
張
す
る
。
し
か
し
地
域
に
根

差
し
た
「
地
域
」
と
は
何
な
の
か
。「
住
民
本
位
」
と
は
何

を
指
す
の
か
。
だ
れ
も
明
確
な
回
答
は
だ
せ
な
い
。
従
っ

て
掴
み
ど
こ
ろ
の
な
い
空
虚
な
未
熟
な
運
動
に
し
か
な

ら
な
い
。
各
地
の
保
存
運
動
を
通
し
て
よ
う
や
く
た
ど

り
着
い
た
の
は「
埋
蔵
文
化
財
は
国
民
共
有
の
財
産
で
あ

り
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
解
明
す
る
か
け
が
え
の
な

い
資
料
で
あ
る
」
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
点
こ
そ
が
行

政
と
研
究
者
を
つ
な
ぐ
基
本
理
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。遺
跡
の
保
存
運
動
と
は
別
に「
国
立
考
古
学
博
物
館
」

の
県
内
誘
致
に
も
尽
力
し
た
が
、
前
進
し
て
い
な
い
。

　

大
串
貝
塚
の
調
査　

大
串
貝
塚
は
戦
前
か
ら
著
名
な

貝
塚
で
あ
り
、
文
献
に
登
場
す
る
最
古
の
記
録
と
し
て

も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
ま
で
に
多
く
の
研
究
者

に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
指
定
範
囲
は
限

ら
れ
て
お
り
、
未
指
定
の
部
分
も
多
い
。
こ
の
た
め
に

一
九
八
五
年
に
範
囲
確
認
と
保
存
状
態
の
把
握
の
た
め

に
指
定
区
域
外
を
調
査
し
、
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
指
定
範
囲
の
拡
大
は
進

ん
で
い
な
い
。

　

陸
平
貝
塚
を
守
る
会
の
運
動　

陸
平
貝
塚
は
日
本
人

に
よ
る
最
初
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
貝
塚
で
あ
る
。

地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
が
、
高
度

経
済
成
長
期
の
昭
和
五
〇
年
代
に
大
手
不
動
産
会
社
に

よ
り
買
収
さ
れ
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
た
め
に
全
国
的
な
保
存
運
動
が
起
こ
り
「
陸
平
貝

塚
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
一
〇
〇

を
超
え
る
団
体
が
保
存
要
望
書
に
名
を
連
ね
、
現
地
見

学
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
活
発
な
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
開
発
は
中
止
さ
れ
た
。
現
在
は
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
、
美
浦
村
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
し
て

調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

大串貝塚B地点の発掘調査（1985.8 撮影）
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歴
史
の
小
窓　

そ
の
一
九

　

大
き
な
皿
の
下
に
、
透す

か
し
の
入
っ
た
高
い
脚あ
し

が
付
く
、
こ
の
立
派
な
須
恵
器
は
、「
高こ
う
ば
ん盤

」
と

い
い
ま
す
。
写
真
の
土
器
は
、
十
五
郎
穴
横
穴
墓

群
館た

て
だ
し
し
ぐ
ん

出
支
群
一
区
第

三
五
号
墓
か
ら
出

土
し
ま
し
た
。
奈

良
・
平
安
時
代
に
は

「
高た
か
さ
ら盤

」
と
呼
ば
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

市
内
の
集
落
跡
か

ら
出
土
す
る
こ
と
は

少
な
く
、
時
々
破
片

身
分
相
応
の
器

が
み
ら
れ
る
程
度
で
す
。
武た
け
だ
い
し
だ
か

田
石
高
遺
跡
で
は
、

八
世
紀
後
半
の
頃
、
集
落
で
最
も
大
き
な
住
居
跡

の
近
く
に
、
須
恵
器
高
盤
の
脚き
ゃ
く
ぶ
へ
ん

部
片
が
二
個こ
た
い
ぶ
ん

体
分

捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。も
し
か
す
る
と
こ
れ
は
、

武
田
石
高
の
村
に
身
分
の
高
い
客
人
が
来
た
と
き

な
ど
、
そ
う
し
た
客
を
も
て
な
す
た
め
の
器
と
し

て
、
村
の
大
き
な
家
に
備
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。（
佐
々
木
義
則
）

参
考
文
献　

関
根
真
隆
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
，
一
九
六
九　

稲
田
健
一

編
『
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
』
ひ
た
ち
な
か
市
教
育
委
員
会
ほ
か
二
〇
一
六　

佐
々
木
義
則
「
武

田
遺
跡
群
か
ら
み
た
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
」『
武
田
遺
跡
群
総
括
・
補
遺
編
』
ひ
た
ち
な

か
市
教
育
委
員
会
ほ
か
二
〇
一
〇

　

箱
物
整
備
の
是
非　

日
本
に
お
け
る
史
跡
整
備
の
在

り
方
は
十
分
に
議
論
さ
れ
て
は
い
な
い
。
国
家
的
に
は

文
化
庁
が
進
め
る
平
城
京
の
整
備
が
あ
る
が
、
あ
の
よ

う
な
箱
物
整
備
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
の
検
討
は
な

い
。
考
古
学
が
科
学
で
あ
る
以
上
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
た
整
備
も
科
学
的
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

十
九
世
紀
以
降
の
歴
史
研
究
の
支
柱
は
歴
史
主
義
で
あ

る
。
そ
れ
は
「
過
去
の
歴
史
的
事
象
を
有
機
体
と
し
て

捉
え
、
そ
の
生
成
・
発
展
・
死
滅
の
運
動
」
を
認
識
し

よ
う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。歴
史
的
事
象
と
は
民
族
、

国
家
な
ど
の
歴
史
で
は
な
い
。
国
家
観
の
象
徴
と
し
て

「
平
城
京
」
の
箱
物
整
備
は
あ
り
う
る
の
か
も
し
れ
な

い
が
、そ
れ
を
無
限
に
拡
大
し
て
良
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

地
域
に
民
族
・
国
家
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
地
域
の
歴
史
に
は
華
々
し
い
攻
防
や
日
本
の
中
核

と
し
て
の
歴
史
は
な
い
。
地
方
に
は
地
方
の
歴
史
が
あ

る
の
だ
。
そ
の
歴
史
は
何
よ
り
も
過
去
の
事
実
に
基
づ

く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
実
証
主
義
的
な

主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
時
間
や
空

間
に
関
係
な
く
遺
構
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
並
べ
れ
ば

い
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
中
央
の
歴
史
観
の
無

批
判
の
導
入
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
筆
者
は
以
下
の

遺
跡
整
備
の
ほ
か
に
石
岡
市
内
の
遺
跡
整
備
に
関
わ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
先
は
見
通
せ
て
な
い
。

　

吉
田
古
墳
と
台
渡
里
官
衙
遺
跡
の
整
備　

吉
田
古
墳

は
一
九
一
四
年
に
発
見
さ
れ
、
柴
田
常
恵
、
梅
原
末
治
、

鳥
居
龍
蔵
等
に
よ
っ
て
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
大

正
一
一
年
に
は
国
指
定
史
跡
に
な
る
。
発
見
後
は
壁
画

も
む
き
出
し
の
ま
ま
で
あ
り
整
備
等
の
保
護
策
は
取
ら

れ
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
平
成
一
七
年
か
ら
整
備
の
た

め
の
調
査
が
開
始
さ
れ
、
八
角
形
墳
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
整
備
事
業
が
本
格
化
し
て
い
る
。

　

水
戸
市
台
渡
里
官
衙
遺
跡
は
戦
前
に
は
高
井
悌
三

郎
氏
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
平
成
七
年
の

水
戸
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査
に
よ
り
遺
構
の
保

存
状
態
も
良
好
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
に
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、
寺
院
跡
だ
け
で
は
な

く
那
珂
郡
衙
に
関
わ
る
遺
構
の
存
在
も
確
認
さ
れ
台

渡
里
官
衙
遺
跡
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

真
壁
城
の
整
備　

桜
川
市
真
壁
城
跡
は
平
成
六
年
に

国
の
史
跡
と
な
り
、
遺
構
の
性
格
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
が
進
め
ら
れ
、
同
時
に
土
累
等
の
復
元
工
事
も
進

め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
中
城
で
は
大
規
模
な
庭
園
跡
が

確
認
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
発
掘
調
査

に
忠
実
に
整
備
す
る
こ
と
を
主
眼
に
考
え
建
物
等
の
復

元
は
基
本
的
に
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

泉
坂
下
遺
跡
の
整
備　

泉
坂
下
遺
跡
は
弥
生
時
代
の

再
葬
墓
で
あ
る
。
現
在
整
備
に
向
け
て
の
検
討
が
始
め

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
難
し
い
整
備
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
再
葬
墓
の
遺
構
は
土
壙
と
い
う
墓
穴
で
あ

る
。
整
備
の
方
法
に
よ
っ
て
は
無
味
乾
燥
な
史
跡
公
園

と
な
っ
て
し
ま
う
。
展
示
施
設
と
の
一
体
的
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
の
モ
デ
ル
と
な
る
整
備
を
の
ぞ
み
た

い
。

＊
川
崎
純
徳
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
連
載
第
一
三
回
（『
埋
文
だ
よ
り
』

第
四
一
号
）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
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資料紹介

十五郎穴横穴墓群指渋支群出土の土器
佐々木 義則

　1976 年から 1980 年に発掘調査が実施され
た十五郎穴横穴墓群指渋支群の出土遺物は，調
査後，明治大学のもとで保管されていました。
近年，ひたちなか市にそれらの遺物が移管され
たため，未報告資料を含む主な土器について再
実測を実施しました。本稿では，再実測により
新たにわかったことをご紹介したいと思いま
す。

　横穴内から見た指渋支群第 18 号墓の遺物出土状況

じ ゅ う ご ろ う あ な よ こ あ な ぼ ぐ ん さ し ぶ し ぐ ん

墓
一
・
五
一
墓
一
・
九
）・
無む
だ
い
つ
き
ふ
た

台
杯
蓋
（
一
〇
六
墓
一
）・

有ゆ
う
だ
い
つ
き

台
杯
（
三
八
墓
三
）・
短た
ん
け
い
こ

頸
壷
（
一
八
墓
二
）・
フ
ラ

ス
コ
形
長
頸
瓶
（
八
九
墓
四
）
で
あ
る
。
な
お
三
〇
墓

一
の
甕
片
に
は
研
磨
痕
が
認
め
ら
れ
た
。

　

器
種
の
構
成　

各
横
穴
墓
ご
と
の
器
種
構
成
を
み
る

と
、
七
世
紀
は
フ
ラ
ス
コ
形
長
頸
瓶
の
み
で
あ
っ
た
の

が
、
八
世
紀
前
半
に
な
る
と
、
有ゆ
う
が
い
む
だ
い
つ
き

蓋
無
台
杯
を
主
と
し
、

そ
れ
に
長
頸
瓶
・
有
蓋
有
台
杯
・
甕か
め

な
ど
が
少
数
組
み

合
う
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
次
の
八
世
紀
後
半
に
な
る

と
、
無
蓋
無
台
杯
を
主
と
し
、
有
蓋
有
台
杯
が
少
数
組

み
合
う
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
指
渋
支

群
は
、
い
ず
れ
の
横
穴
墓
に
お
い
て
も
、
器
種
・
量
と

も
に
少
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　

須
恵
器
の
産
地　

七
世
紀
の
フ
ラ
ス
コ
形
長
頸
瓶
や

八
世
紀
初
め
の
肩
に
稜
を
持
つ
長
頸
瓶
（
一
一
墓
三
・

七
五
墓
一
・
八
三
墓
一
）、有
蓋
有
台
杯（
二
〇
墓
一
・
三
）

は
、
全
て
静
岡
県
の
湖こ
さ
い
よ
う

西
窯
産
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
八

世
紀
初
め
に
は
、
土
浦
市
新
治
窯
産
の
蓋
（
一
〇
一
墓

二
・
墓
不
明
Ｂ
）
や
、
ひ
た
ち
な
か
市
原
の
寺
瓦
窯
跡

周
辺
産
の
有
蓋
無
台
杯（
二
〇
墓
五
・
六
）も
み
ら
れ
た
。

こ
の
後
は
、
八
世
紀
を
通
し
て
水
戸
市
木あ
ぼ
っ
け
よ
う

葉
下
窯
産
が

主
体
と
な
る
が
、
こ
れ
は
集
落
出
土
須
恵
器
の
様
相
と

同
じ
で
あ
る
。

　

な
お
、
産
地
を
推
定
す
る
際
に
気
づ
い
た
面
白
い
事

例
が
二
つ
ほ
ど
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
二
〇
号
墓
で
、
湖

西
産
の
有
台
杯
と
蓋
、
原
の
寺
産
の
無
台
杯
と
蓋
、
木

葉
下
産
の
無
台
杯
と
蓋
と
い
う
、
産
地
が
異
な
る
有
蓋

杯
の
三
つ
の
組
み
合
わ
せ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ

　

指
渋
支
群
の
遺
物
移
管　

十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
は
、

ひ
た
ち
な
か
市
中
根
に
所
在
す
る
古
墳
時
代
後
期
か
ら

平
安
時
代
に
か
け
て
の
墳
墓
群
で
あ
り
、
総
数
五
〇
〇

基
を
超
え
る
規
模
と
考
え
ら
れ
て
い
る[

稲
田
ほ
か

二
〇
一
六]

。

　

指さ
し
ぶ渋

支
群
は
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に
か

け
て
、
明
治
大
学
を
中
心
と
し
た
調
査
団
に
よ
っ
て
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
『
十
五
郎
穴
横
穴

群
発
掘
調
査
報
告
書
』[

大
塚
ほ
か
一
九
八
一]

に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
調
査
後
は
、
出
土
し
た
遺
物
が
数
度
に

わ
た
り
、
明
治
大
学
か
ら
市
に
移
管
さ
れ
て
き
た
が
、

よ
う
や
く
近
年
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
遺
物
が
戻
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
調
査
か
ら
四
〇
年
近
く
た
つ

こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
研
究
状
況
か
ら
の
資
料
再
評
価

へ
向
け
て
、
土
器
の
再
実
測
を
実
施
し
、
気
づ
い
た
い

く
つ
か
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

土
器
の
年
代　

土
器
の
年
代
は
、
四
点
の
フ
ラ
ス
コ

形
長
頸
瓶
（
二
九
墓
一
・
八
九
墓
四
・
墓
不
明
一
・
二
）

が
七
世
紀
に
な
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
八
世
紀
の
土
器
で

あ
り
、
と
く
に
八
世
紀
前
半
の
土
器
が
多
い
。
ま
た
、

三
五
・
八
九
・
一
〇
一
号
墓
の
よ
う
に
、
同
じ
横
穴
墓
か

ら
出
土
し
た
土
器
に
時
期
差
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ

た
。

　

使
用
痕
の
有
無　

一
般
に
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
す
る

土
器
は
、
磨
滅
し
た
り
細
か
く
欠
け
た
り
と
い
う
使
用

痕
が
み
ら
れ
る
土
器
が
多
い
が
、
指
渋
支
群
出
土
土
器

は
、
そ
の
よ
う
な
使
用
痕
が
な
い
も
の
が
大
半
を
占
め

て
い
た
。
使
用
痕
が
残
る
土
器
は
、
無む
だ
い
つ
き

台
杯
（
三
八
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図 1　十五郎穴横穴墓群指渋支群から出土した土器（1）（遺物番号は報告書の番号に従ったが，未報告資料は新たな番号と●を付けた。）
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墓不明 C
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墓不明 B
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101 墓 1

図 2　十五郎穴横穴墓群指渋支群から出土した土器（2）

る
。
こ
れ
は
も
し
か
す
る
と
、
産
地
の
異

な
る
土
器
を
用
い
た
三
度
の
墓ぼ
ぜ
ん
さ
い
し

前
祭
祀
が

執
り
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
土
器
の
年
代
な
ど
か
ら
み

て
、
湖
西
産
→
原
の
寺
産
→
木
葉
下
産

と
い
う
順
序
が
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ふ
た
つ
め
は
、
五
一
号
墓
で
上
下
二
段

に
な
っ
て
出
土
し
た
須
恵
器
無
台
杯
の
産

16



土器説明（11 墓 1 の土師器以外は全て須恵器である。口径等の法量は cm。胎土は特徴的な混入物を記した。）

2 墓 1　　前庭部出土。杯。残存は底部 50％，体部 30％。口径（10.6），器高 3.4，底径（7.2）。灰色。胎土は砂（白），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り後，ヘラ記号。焼成硬質。体部外面の一部に降灰。使用痕なし。

木葉下窯産か。

2 墓 2　　口縁部 40％欠失する杯。口径 13.0，器高 4.4，底径 8.3。灰色。胎土は礫（白，灰），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。木葉下窯産か。

2 墓 3　　前庭部下出土。杯。残存は底部 85％，体部 50％，口縁部 25％。口径（12.8），器高 4.7，底径 8.7。灰色。胎土は礫（白，灰少），砂（白 , 白透少），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。焼成硬質。使用痕なし。

木葉下窯産か。

11 墓 1　　未報告。土師器椀。残存は体部 20％。口径（16.4）。外面明褐色，一部橙褐色。内面明褐色，橙褐色，黒色。胎土は砂（透，白，黒色スコリア），骨針微量。外面は磨耗により不明瞭だが，横方向の

手持ちヘラ削りの後，ヘラミガキが施されている可能性あり。内面はヘラミガキ。色調からみて内面黒色処理の可能性あり。

11 墓 2　　未報告。蓋。鈕部のみ。鈕径（3.8），鈕高（0.5）。灰色。胎土は礫（白），骨針微量。

11 墓 3　　未報告。長頸瓶。残存は肩部 30％，高台部付近 40％。高台径（7.7）。灰色。胎土は礫（白微）。底部外面回転ヘラ削り。底部内面に緑色・褐色釉および窯体小片付着。肩部外面に斑点状に緑色釉付着。

湖西窯産か。

17 墓 1　　無台杯蓋。残存は 40％欠失，鈕端部若干欠失。口径 14.0，器高 3.8，鈕径 3.6，鈕高 0.9。明灰色，内面天井部明灰褐色，口縁部外面暗色化。胎土は礫（白少）。天井部外面回転ヘラ削り。逆位蓋＋

正位杯の重ね焼き。使用痕なし。

18 墓 1　　杯。残存は口縁部 15％欠失。口径 14.1，器高 5.0，底径 9.3。灰色。胎土は礫（白，灰少），骨針少。回転ヘラ切り。底部外面 1 方向手持ちヘラ削り。使用痕なし。木葉下窯産か。

18 墓 2　　短頸壷。完形。口径 9.3，器高 16.3，高台径 13.1。外面上半部白褐色自然釉，下半部暗灰色，高台部付近灰色，底部白褐色。内面灰色。胎土は礫（白，灰少）。底部外面が径 8.6㎝ほどの円形に白褐

色化する。焼台痕か。外面胴下半回転ヘラ削り。口縁部内面から胴部外面中位にかけて自然釉。内面底部薄く自然釉。高台端部細かく欠失。

18 墓 3　　甕。底部欠失，肩部 15％欠失，口縁部ほとんど欠失。口径（18.9）。茶褐色，外面底部付近一部灰褐色。胎土は礫（白，白透，灰少），骨針多。胴部外面横位平行叩き。外面底部付近不整方向の平行叩き。

胴部内面同心円文当て具痕。頸部ヨコナデ。胴部外面の最大径付近があばた状に荒れる。木葉下窯産か。

20 墓 1　　無台杯蓋。口唇部 15％欠失。口径 15.0，器高 3.4，鈕径 3.7。明灰色，外面に広く濃緑色釉。胎土は細かな黒色吹きだし。外面全体に濃緑色釉がかかり，口縁部の一部に正位蓋 + 正位杯の重ね焼き痕。

湖西窯産か。

20 墓 2　　無台杯蓋。口縁部 20％欠失。口径 17.0，器高 3.2，鈕径 3.8。灰色。胎土は礫（白，灰少），骨針。天井部外面回転ヘラ削り。内外面に正位杯 + 逆位蓋の重ね焼き痕。使用痕なし。木葉下窯産か。

20 墓 3　　有台杯。残存は底部 45％，体部 25％。口径（13.4），器高 3.9，高台径（9.3）。明灰色。胎土は砂（白少）。底部外面回転ヘラ削り。焼成硬質。使用痕なし。体部外面ごく薄く自然釉。湖西窯産か。

20 墓 4　　完形の杯。口径 16.0，器高 4.5，底径 11.7。明灰色。胎土は礫（白，灰少，白透少），骨針少。回転ヘラ削り後底部外面回転ヘラ削り。体部外面ヘラ記号？。使用痕なし。木葉下窯産か。

20 墓 5　　杯。口縁部 40％欠失，体部 20％欠失。口径 16.3，器高 4.0，底径 12.7。外面黒色，内面褐色。胎土は礫（白多，白透多），砂（白多，白透多，透多）。底部外面回転ヘラ削り。正位杯を積む重ね焼きか。

使用痕なし。原の寺瓦窯跡周辺産か。

20 墓 6　　未報告。蓋。残存は口縁部 25％。口径（18.8）。外面黒色。内面灰褐色，口縁部黒色。胎土は砂（透多，白，灰少）。天井部外面回転ヘラ削り。原の寺瓦窯跡周辺産か。胎土・色調からみて杯 5 の蓋

の可能性あり。

29 墓 1　　フラスコ形長頸瓶頸部下半。明灰色。外面部分的に緑色釉。湖西窯産か。

30 墓 1　　未報告。前庭部出土。甕胴部片。灰色。胎土は砂（透）。外面平行線文叩き。内面同心円文当て具痕。焼成硬質。破面の一部に研磨痕 A・B が認められる。

34 墓 1　　前庭部出土。杯。底部 20％欠失。口径 13.0、器高 4.3，底径 7.9。暗青灰色。胎土は礫（白，透少），細砂粒。回転ヘラ切り後未調整。焼成硬質。口縁部外面重ね焼き痕。使用痕なし。

35 墓 1　　完形の杯。口径 11.1，器高 3.6，底径 7.2。灰色，暗灰色。胎土は礫（白），砂（白，透少）。回転ヘラ切り。底部外面ヘラ記号「又」。使用痕なし。

35 墓 2　　完形の杯。口径 10.2，器高 4.2，底径 7.6。外面底部灰色，体部黒灰色。内面底部明灰色。体部全体に緑色・明褐色自然釉が厚くかかる。胎土は礫（白，灰少）。回転ヘラ切り。同器種正位重ね焼き痕。

使用痕なし。

35 墓 3　　杯。残存は底部 70％。底径（10.6）。明灰色。胎土は礫（白少，白透少），砂（白，透多）。回転ヘラ切り。使用痕なし。

38 墓 1　　杯。口縁部 15％欠失。口径 12.3，器高 4.2，底径 8.2。灰色。胎土は礫（白，灰少），骨針少。焼成硬質。回転ヘラ切り。底部外面ヘラ記号「―」。外面底部周縁および口唇部若干磨滅。木葉下窯産か。

38 墓 2　　杯。体部 20％欠失，底部若干欠失。口径 13.0，器高 4.7，底径 8.1。明褐色，明灰褐色，白褐色。胎土は砂（白，灰少），骨針少。底部外面 1 方向手持ちヘラ削りの後，ヘラ記号。焼成やや軟質。使

用痕なし。外面の 1/3 ほどが荒れている。木葉下窯産か。

38 墓 3　　完形の有台杯。口径 14.6，器高 5.6，高台径 8.3。灰色。外面薄く自然釉（高台内側除く）。胎土は礫（白，灰少），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。逆位蓋＋正位有台杯の重ね焼きか。磨滅はみら

れないが高台端部が若干欠失する。木葉下窯産か。

51 墓 1　　完形の杯。口径 10.0，器高 4.0，底径 6.5。明灰色。胎土は礫（白，白透少，灰少），骨針微量。回転ヘラ切り。焼成硬質。外面底部周縁および口唇部磨滅。木葉下窯産か。

51 墓 2　　杯。底部の一部欠失。口径 12.9，器高 3.6，底径 7.6。灰色。胎土は砂（白，透少），白雲母少。回転ヘラ切り。外面底部 1 方向・体部下端手持ちヘラ削り。使用痕なし。新治窯産。

51 墓 3　　杯。口縁部 10％欠失。口径 13.1，器高 3.9，底径 7.5。外面明灰褐色，灰色。内面灰色。胎土は礫（白透少），砂（白），白雲母。回転ヘラ切り。外面底部 1 方向・体部下端手持ちヘラ削り。使用痕なし。

十五郎穴横穴墓群指渋支群第 2次調査のようす

地
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
下
段
が
木
葉
下
窯
産
（
五
一

墓
一
・
六
～
九
）、上
段
が
新
治
窯
産
（
五
一
墓
二
～
五
）

と
、
産
地
が
分
か
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
二
〇
号

墓
同
様
に
、
産
地
の
違
い
が
二
回
の
墓
前
祭
祀
を
示
す

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
五
点
の
杯
（
木
葉
下
窯
産
）
を
用

い
た
祭
祀
を
終
え
て
、
杯
を
墓
前
に
伏
せ
置
く
。
や
が

て
そ
れ
ら
が
埋
ま
っ
た
頃
、
再
び
墓
前
祭
祀
を
執
り
行

い
、
終
了
後
、
用
い
た
杯
四
点
（
新
治
窯
産
）
を
、
前

回
同
様
に
墓
前
に
伏
せ
置
い
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ひ
た
ち
な
か
市
は
木
葉
下
窯
産
須
恵
器
が
主
に
流

通
す
る
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
地
で
新
治
窯
産
須
恵
器

杯
を
主
体
と
す
る
儀
礼
が
行
わ
れ
た
理
由
は
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
。

　

お
わ
り
に　

二
〇
一
〇
年
の
資
料
紹
介[

佐
々
木
・

稲
田
二
〇
一
〇]

や
二
〇
一
六
年
の
報
告
書[

稲
田
ほ
か

二
〇
一
六]

、
そ
し
て
今
回
の
再
報
告
に
よ
っ
て
、
十
五

郎
穴
横
穴
墓
群
出
土
土
器
の
様
相
が
か
な
り
明
ら
か
と

な
っ
た
。
今
後
は
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
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も
と
に
、
解
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が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
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な
お
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あ
た
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く
の
御
教
示
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稲

田
健
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氏
か
ら
頂
き
ま
し
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。
最
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記
し
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
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51 墓 4　　杯。口縁部 20％欠失。口径 13.8，器高 4.2，底径 7.7。灰色，口縁部一部明灰色。胎土は礫（白透少），砂（白，白透）。回転ヘラ切り。外面底部 1 方向・体部下端手持ちヘラ削り。使用痕なし。新治窯産。

51 墓 5　　ほぼ完形（体部若干欠失）の杯。口径 13.7，器高 4.3，底径 8.3。灰褐色，底部内面灰色。胎土は礫（白少，透少），砂（白），白雲母。回転ヘラ切り。外面底部 1 方向・体部下端手持ちヘラ削り。使

用痕なし。53 号墓出土の口縁部と接合。新治窯産。

51 墓 6　　完形の杯。口径 12.7，器高 4.6，底径 8.6。灰色。口縁部外面暗色化。胎土は礫（白，灰少，白透少），骨針微量。回転ヘラ切り。内面全体に降灰し口縁部外面が暗色化するので，同器種正位重ね焼

きの最上位に置かれたか。使用痕なし。焼成硬質。木葉下窯産か。

51 墓 7　　完形の杯。口径 12.5，器高 4.2，底径 8.8。赤味を帯びた灰褐色。胎土は礫（白，白透少、灰少，透少），骨針少。回転ヘラ切り。口縁部外面暗色化（重ね焼き痕）。底部内面に明褐色付着物あり。使

用痕なし。木葉下窯産か。

51 墓 8　　杯。体部若干欠失。口径 13.3，器高 4.4，底径 9.6。赤灰色，口縁部外面暗灰色化。胎土は礫（白，灰少，透少），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。同器種正位重ね焼き痕。使用痕なし。木葉下窯産か。

51 墓 9　　ほぼ完形（口縁部若干欠失）の杯。口径 13.4，器高 4.1，底径 9.6。明褐色。内面底部付近やや暗色。胎土は礫（灰，白少，白透少），骨針微量。回転ヘラ切り。底部外面に部分的な一方向ヘラ削り。

口唇部内側やや磨滅。焼成軟質。木葉下窯産か。

56 墓 1　　有台杯蓋の鈕部。周縁若干欠失。天井部 45％残る。鈕径 2.8，鈕高 1.3。灰色。胎土は礫（白，灰少），骨針微量。天井部外面回転ヘラ削り。木葉下窯産か。

56墓 2　　有台杯蓋。口縁部 60％欠失，体部 40％欠失。口径（16.8），器高 3.4，鈕径 2.3，鈕高 1.3。灰色，口縁部内面暗色。外面白褐色降灰。胎土は礫（白，灰少），骨針微量。天井部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。

正位蓋＋正位有台杯の重ね焼きか。木葉下窯産か。

56 墓 3　　有台杯。残存は底部 35％，体部 30％，口縁部 20％。口径（15.6），器高 5.7，高台径（9.5）。灰色。胎土は礫（白少，灰少），骨針少。底部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。色調からみて逆位蓋＋

正位有台杯の重ね焼きか。

57 墓 1　　無台杯蓋。口縁部 55％欠失。口径（15.9），器高（3.2），鈕高 0.8。明灰色。胎土は礫（白，灰，白透）。天井部外面回転ヘラ削り。内面器面表面あばた状。使用痕なし。

57 墓 2　　杯。体部 75％欠失。口径（12.4），器高 4.6，底径 6.8。灰色。胎土は礫（白少，灰少），黒色吹き出し。底部外面に緑色・明褐色釉が厚くかかる。体部外面に薄く釉がかかる。底部外面ヘラ記号。焼成硬質。

使用痕なし。木葉下窯産か。89 号墓出土資料と接合。

57 墓 3　　杯。口縁部 20％欠失，体部若干欠失。口径 13.4，器高 4.2，底径 10.0。灰色。胎土は礫（白，灰少），骨針少。回転ヘラ切り。外面底部外周手持ちヘラ削り。底部外面ヘラ記号「―」。外面に赤錆色

の土が付着する。使用痕なし。木葉下窯産か。

57 墓 4　　未報告。蓋。残存は口縁部 10％。口径（16.3）。明灰色。胎土は砂（透，白，灰），骨針微量。焼成やや軟質。木葉下窯産か。

61 墓 1　　未報告。甕か鉢。残存は底部外周 60％。底径（15.6）。明灰色。胎土は礫（白透少），白雲母。胴部外面斜方向平行線文叩きの後，胴部下半横方向ヘラ削り。底部外面器表面ざらつく。胴部内面横方

向ナデ。焼成やや軟質。新治窯産。同一個体と思われる破片 3 点のうち，最も大きい資料を実測した。

67墓 1　　長頸瓶。肩部若干欠失，口縁部 20％欠失。口径 8.8，器高 26.4，高台径 14.4。灰色，外面底部明灰褐色，胴部内面明灰色。胎土は礫（白，灰少）。胴部は全体的にナデ調整により平滑な器面となっているが，

下半部に薄く回転ヘラ削りの痕跡が残る。外面胴部下端ヨコナデ。肩部全体と頸部の一部に降灰。木葉下窯産か。

75 墓 1　　当資料は『勝田市史考古資料編』に写真のみ紹介されている。指渋支群の 1 次調査で出土した遺物である。完形の長頸瓶。口径 10.5，器高 25.2，高台径 8.2。灰色。外面胴部下半回転ヘラ削り。頸

部基部に濃緑色釉が厚くかかる。外面は肩部全面および頸部と胴部の一部に緑色釉が薄くかかる。内面に薄く緑色釉がかかる。底部外面中央部白褐色釉がかかる。焼成硬質。使用痕なし。湖西窯産か。

83 墓 1　　長頸瓶の底部。下半部 60％欠失。高台径 8.2。明灰色。胎土は砂（白少）。外面胴部上位と高台外面および底部内面の一部に緑色釉がかかる。底部外面に窯土付着。外面胴部下端から底部にかけて回

転ヘラ削り。湖西窯産か。報告書では同一個体と思われる上半部が図化されているが，明治大学からの返却資料中には見当たらない。

89 墓 1　　有台杯蓋。口縁部 20％欠失。口径 16.0，器高 2.9，鈕径 2.2，鈕高 1.2。灰色，口縁部外面暗色化。胎土は礫（白少，灰少），骨針微量。天井部外面回転ヘラ削り。逆位蓋＋正位有台杯を上下逆にし

ながら積む重ね焼きか。使用痕なし。木葉下窯産か。

89 墓 2　　杯。残存は底部 30％。底径（11.8）。灰褐色。胎土は砂（灰），骨針少。底部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。木葉下窯産か。

89 墓 3　　杯。残存は底部 55％。底径（8.1）。灰色。胎土は礫（白透少，灰少），骨針少。底部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。木葉下窯産か。

89 墓 4　　フラスコ形長頸瓶。残存は頸部下半，肩部 30％。明灰色。外面肩部に緑色釉がかかる。頸部上端の破面が一部やや磨滅することから，口縁破損後に再生された可能性がある。湖西窯産か。

89 墓 5　　未報告。長頸瓶。残存は肩部 15％。青灰色。胎土は砂（白少，白透少）。肩部に 1 条の沈線をもつ。焼成硬質。搬入品か。

89 墓 6　　未報告。杯。残存は体部 15％，底部外周 20％。口径（13.6），器高 3.8，底径（9.1）。灰色。胎土は礫（白）。底部外面回転ヘラ削り。焼成硬質。使用痕なし。口縁部外面暗色化。木葉下窯産か。

101 墓 1　　蓋。口縁部 50％欠失。口径 15.4，器高 3.2，鈕径 3.9，鈕高 0.7。明灰褐色。胎土は礫（灰，白少，白透少），骨針微量。天井部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。色調から逆位蓋＋正位杯の重ね焼きか。

101 墓 2　　蓋鈕部付近。鈕径 4.2，鈕高 1.0。灰褐色。胎土は礫（白透多，白），白雲母多。天井部外面回転ヘラ削り。新治窯産。

101 墓 3　　杯。残存は底部 60％。口径 8.2。灰色。胎土は礫（白少），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。木葉下窯産か。

101 墓 4　　杯。体部 60％欠失。口径（14.4），器高 5.1，底径 11.2。明灰色。胎土は礫（明灰少），砂（白少，灰少，透少），骨針少。外面底部回転ヘラ削り。焼成軟質。使用痕なし。木葉下窯産か。

101 墓 5　　未報告。杯。残存は底部 20％。底径（8.8）。灰色。胎土は砂（白，白透，灰少），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。焼成硬質。使用痕なし。木葉下窯産か。

101 墓 6　　未報告。杯。残存は底部 20％。底径（10.3）。灰色。胎土は砂（白少），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。体部下端手持ちヘラ削り？。焼成やや軟質。使用痕なし。木葉下窯産か。

101 墓 7　　未報告。杯。残存は底部 25％。底径（8.0）。灰色。胎土は礫（灰），砂（白）。底部外面回転ヘラ削り。焼成硬質。使用痕なし。木葉下窯産か。

101 墓 8　　未報告。蓋。残存は 30％（鈕欠失）。口径（17.0）。明灰褐色。胎土は小石（灰チャート少），礫（灰少，白少），骨針微量。天井部外面回転ヘラ削り。焼成やや軟質。使用痕なし。木葉下窯産か。

101 墓 9　　未報告。蓋。残存は口縁部 15％。口径（17.9）。白褐色。胎土は礫（チャート少），砂（白透，白少，灰少）。天井部ヘラ削り。焼成硬質。木葉下窯産か。

101 墓 10　　未報告。出土位置不明。甕底部片。灰色。胎土は砂（白）。外面平行線文叩き。焼成硬質。外面部分的に光沢あり。

101 墓 11　　未報告。長頸瓶。灰色。外面胴部下半回転ヘラ削り。内面ロクロ痕顕著。焼成硬質。湖西窯産か。

105 墓 1　　未報告。甕胴上部片。灰色。胎土は砂（白透，透）。外面斜位平行線文叩き。内面円形当て具痕。焼成硬質。産地不明。

105 墓 2　　未報告。長頸瓶肩部片。灰色。外面胴部下半回転ヘラ削り。肩部上面に薄く緑色釉がかかる。焼成硬質。湖西窯産か。

106 墓 1　　蓋。残存は天井部，口縁部 10％。口径 16.9，器高 2.9，鈕径 3.7，鈕高 0.6。明灰褐色。胎土は砂（白透，灰），骨針微量。天井部外面回転ヘラ削り。鈕周縁部が磨滅する。逆位蓋＋正位杯の重ね焼きか。

木葉下窯産か。

107 墓 1　　杯。体部 90％欠失。口径（15.0），器高 5.1，底径 11.3。外面灰褐色，底部一部灰色。内面灰色。胎土は礫（灰少，白少），砂（白，灰少），骨針少。回転ヘラ切り後，底部外面回転ヘラ削り。焼成

硬質。使用痕なし。

107 墓 2　　杯。残存は底部 70％，体部 10％。口径（14.8），器高 4.5，底径（9.2）。明灰色，明灰褐色。胎土は礫（白，灰，透少），骨針微量。底部外面回転ヘラ削り。焼成硬質。使用痕なし。木葉下窯産か。

口縁部片が接合したため全形が判明した。

117 墓 1　　未報告。甕。残存は口頸部 20％。口径（16.5）。青灰色。胎土は礫（白，白透少），砂（白，白透），骨針。外面頸部下端に叩き具圧痕。焼成硬質。木葉下窯産か。

117 墓 2　　未報告。甕胴部片。外面暗灰色，内面青灰色。胎土は砂（白），骨針微量。外面縦位平行線文叩き。内面無文円形当て具の後，ナデ。焼成硬質。木葉下窯産か。

119 墓 1　　未報告。甕胴部片。青灰色。胎土は砂（白）。外面平行線文叩き。内面無文円形当て具痕。焼成硬質。外面部分的にやや磨滅する。

墓不明 A　　蓋。残存は口縁部 30％（口唇部 10％）。口径（15.9）。明褐色。胎土は礫（白少，灰少），骨針微量。天井部外面回転ヘラ削り。焼成硬質。木葉下窯産か。

墓不明 B　　蓋。残存は口縁部 30％。口径（15.6）。外面明褐色，内面黒灰褐色。胎土は礫（白透多，白），白雲母多。天井部回転ヘラ削り。焼成硬質。新治窯産。

墓不明 C　　杯底部。底径 8.5　灰色。胎土は礫（白，白透少，灰少）。外面底部中央 1 方向手持ちヘラ削り。木葉下窯産か。

墓不明D　　杯。残存は体部 20％，底部 60％。口径（11.8），器高 3.1，底径（9.2）。灰色。胎土は砂（白，透少，灰少）。底部外面ヘラ削り。使用痕なし。木葉下窯産か

墓不明 E　　杯。体部 15％欠失。口径 12.7，器高 3.9，底径 9.0。灰色。胎土は礫（白，白透，透少），砂（白多，透少，灰少），骨針。底部外面回転ヘラ削り。使用痕なし。木葉下窯産か。

墓不明 1　　未報告。長頸瓶（フラスコ形か）頸部（口縁部欠失）。明灰色。外面の一部に緑色釉が流れる。焼成硬質。湖西窯産か。

墓不明 2　　未報告。フラスコ形長頸瓶胴部片。明灰色。外面 2 条の沈線をもつ。閉塞部にうっすらと円形のひびが入る。上部にまだら状に緑色釉がかかる。内面円形の閉塞部をもつ。底部にまだら状に緑色釉

がかかる。湖西窯産か。

指渋支群第 51 号墓の杯の出土状況
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ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ

2017 前期

2017.5.18

４
月

1

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
見
学
／1

-
2

虎

塚
古
墳
一
般
公
開
／4

-
7

君
ヶ
台
遺
跡

試
掘
調
査
／7

ひ
た
ち
な
か
市
役
所
新

人
研
修
／6

-
9

虎
塚
古
墳
一
般
公
開

1
2
-
1
4

赤
坂
遺
跡
試
掘
調
査
／1

8
-
2
1

高
野
富
士
山
遺
跡
試
掘
調
査
／2

5
-
2
8

水
戸
市
稲
荷
第
一
小
学
校
へ
資
料
貸
出

【
井
上
資
料
縄
文
土
器
ほ
か
】

５
月

2

津
田
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／

杉
岡
真
人
氏
よ
り
資
料
寄
贈
【
ア
カ
ニ
シ
化

石
】
／6

大
き
く
な
り
ま
し
た（
ふ
る
考
卒
業

生
）

9

中
根
小
学
校
3
年
生
社
会
科
見
学

1
4

第
14
回
企
画
展
「
古
代
常
陸
の
製
塩

土
器
」終
了
／1

6

は
ま
ぎ
く
の
里
見
学

2
0

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
42
「
貝

殻
で
付
け
た
文
様
」
開
始
／23N

H
K

水
戸「
い
ば
6
」取
材

2
3

国
府
田
良
樹
氏
（
神
栖
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

資
料
調
査【
後
野
遺
跡
細
石
刃
ほ
か
】／
市
毛
上

坪
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／2

4

中
根
小

学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／25

那
珂

市
菅
谷
西
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

／2
6

遺
跡
巡
り
／2

9

勝
倉
若
宮
遺
跡

本
調
査
開
始
／3

1

外
野
小
学
校
3
年

生
社
会
科
見
学

６
月

1

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／2

那
珂
市
菅
谷
東
小
学
校
6
年
生
社
会
科

見
学

2

勝
倉
若
宮
遺
跡
本
調
査
終
了
／8

田

彦
小
学
校
３
年
生
社
会
科
見
学
／10

・

11

東
日
本
古
墳
出
現
期
土
器
研
究
会

／13

本
郷
東
遺
跡
試
掘
調
査
／15

神

栖
市
歴
史
民
俗
資
料
館
第
42
回
企
画
展

「
氷
河
時
代
の
動
物
た
ち
～
茨
城
に
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
が
い
た
こ
ろ
～
」へ
資
料
貸
出【
後
野
遺
跡

細
石
刃
ほ
か
】
／16

鉾
田
市
旭
北
小
学
校

6
年
生
社
会
科
見
学
／20

那
珂
湊
第

三
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学
／22

茨
城
大
学
出
前
授
業
【
埋
文
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
つ
い
て
】
／24

小
美
玉
市
老
人
会
ゆ
う

ゆ
う
ク
ラ
ブ
見
学
／29

茨
城
大
学
出

前
授
業【
虎
塚
古
墳
に
つ
い
て
】

　
虎
塚
古
墳
の
墳
丘
に
は
、
と
て
も
珍
し
い
花
が
咲
き
ま
す
。
今
回
ご
紹

介
す
る
花
は
、二
○
一
七
年
に
は
じ
め
て
み
つ
け
た
「
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
（
銀

竜
草
）」
で
す
。
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
は
シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
ソ
ウ
科
の
多
年
草
で
、

腐
生
植
物
と
し
て
は
も
っ
と
も
有
名
な
も
の
の
一
つ
と
さ
れ
ま
す
。
別
名

ユ
ウ
レ
イ
タ
ケ
と
も
い
う
そ
う
で
す
。
四
月
か
ら
八
月
ご
ろ
に
約
一
五
㎝

ほ
ど
の
花
茎
を
伸
ば
し
ま
す
。
花
に
色
素
は
な
く
全
体
が
透
け
た
色
を
し

て
い
ま
す
が
、
花
が
咲
く
と
柱
頭
は
紺
色
を
し
て
い
ま
す
。
茎
に
は
鱗
片

状
の
葉
を
多
数
つ
け
、
花
の
形
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
花
は
、
私
が
谷
川
岳
を
登
山
し
た
と
き
に
見
か
け
た
花
で
、
百

名
山
な
ど
を
紹
介
す
る
番
組
で
も
よ
く
登
場
し
ま
す
。
な
の
で
、
虎
塚
古

墳
で
咲
い
て
い
る
の
を
み
つ
け
た
と
き
に
は
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
こ
ん
な
珍
し
い
花
が
咲
く
「
虎
塚
山
」
が
、「
花
の
百
名
山
」
に
登
録

さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
な
あ
と
妄
想
し
て
い
ま
す
。　

     　

（
稲
田
健
一
）
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0
10
㎝

　

大
田
房
貝
塚
の　

石　

剣

　

表
紙
の
モ
デ
ル
が
手
に
し
て
い
る
の
は
、
市
内
柳
沢

の
大
田
房
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
縄
文
時
代
晩
期
の
石
剣

で
す
。
大
田
房
は
「
だ
い
た
ぼ
う
」、
金
上
の
大
房
地

遺
跡
も
「
お
お
ぼ
っ
ち
」
と
読
み
、
こ
れ
ら
は
『
常
陸

国
風
土
記
』
に
登
場
す
る
巨
人
、
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ウ
に
関

連
し
た
地
名
の
よ
う
で
す
。

　

石
剣
は
、
長
さ
256
㎜
、
幅
22
㎜
、
厚
さ
13
㎜
で
、
幅

も
厚
さ
も
最
大
値
は
頭
部
に
あ
り
ま
す
。
石
剣
の
長
さ

は
30
㎝
ほ
ど
が
一
般
的
な
の
で
、
や
や
小
型
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
重
さ
は
77.0
ｇ
。
石
材
は
田
切
美
智
雄
氏
に

よ
り
、
八
溝
山
系
の
粘
板
岩
と
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

頭
部
の
下
端
に
線
刻
が
あ
り
、
横
線
で
区
画
さ
れ
た
中

に
縦
の
線
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
体
部
は
両
側
が
尖
り
、

ま
さ
に
石
製
の
剣
と
い
っ
た
形
状
で
す
。
そ
の
下
半
に

は
、
研
磨
に
伴
う
擦
痕
が
明
瞭
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
体
的
に
赤
み
を
帯
び
、
表
面
は
粉
が
吹
い
た
よ
う
な

質
感
で
す
。
こ
れ
は
、
火
を
受
け
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

石
剣
は
破
片
で
出
土
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
よ
う

に
完
全
な
形
に
復
元
さ
れ
る
も
の
は
稀
で
す
。「
藤
本

弥
城
先
史
資
料
」
の
一
つ
で
、
現
在
、
ひ
た
ち
な
か
市

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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７
月

2
山
形
県
う
き
た
む
風
土
記
の
丘
考
古

資
料
館
見
学

6
-
7

野
沢
前
遺
跡
試
掘
調
査
／8

毛
野

考
古
学
研
究
所
研
修
会
／9

ワ
ン
ケ
ー

ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
42
終
了
／1

2

長
堀

小
学
校
３
年
生
社
会
科
見
学
／1

5

博

物
館
実
習
施
設
見
学（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）

／2
2

ふ
る
さ
と
考
古
学
①「
楽
し
い
考

古
学
」（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）
／

2
2

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
43
「
平

成
28
年
度
鷹
ノ
巣
遺
跡
発
掘
調
査
速
報

展
」
開
始
／2

3

ふ
る
さ
と
考
古
学
②

「
石
と
友
だ
ち
に
な
ろ
う
」（
講
師
・
矢

野
徳
也
氏
）

８
月

9

ひ
た
ち
な
か
市
中
央
図
書
館
史
跡
め

ぐ
り
見
学
／11

ふ
る
さ
と
考
古
学
③

「
石
の
道
具
を
つ
か
う
」（
講
師
・
鈴
鹿

八
重
子
）（
下
段
右
写
真
）

15

公
益
財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究

所
夏
季
企
画
展
『
鎮
物
と
し
て
の
武
具
』

へ
資
料
貸
出
【
武
田
西
塙
遺
跡
小
札
ほ
か
】
／1

7

田
彦
小
学
校
3
年
夏
休
み
の
宿
題
対
応
／

2
0

ふ
る
さ
と
考
古
学
④
「
石
の
道
具
を
つ

く
る
１
」（
講
師
・
萩
野
谷
悟
氏
）／20-27

博
物
館
実
習（
茨
城
大
学
・
駒
沢
大
学
・
中
央
大
学
）

2
2
-
2
4

岡
田
遺
跡
試
掘
調
査
／22-25

柴
田
遺
跡
試
掘
調
査
／2

3
水
戸
教
育

事
務
所
管
内
文
化
財
巡
視
報
告
会
／

2
5

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
へ
資
料
貸
出
【
上
の
内
貝
塚
垂
飾
】

／2
7

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑤「
石
の
道
具

を
つ
く
る
２
」（
講
師
・
鈴
木
素
行
）

９
月

1

神
栖
市
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り
資
料

返
却
／2

紺
野
雅
夫
氏
よ
り
資
料
寄
贈

【
堀
口
遺
跡
採
集
高
杯
脚
部
】
／3

福
島
県
視
覚

障
が
い
者
協
会
見
学
特
別
展
示
会

6

岩
宿
博
物
館
第
64
回
企
画
展
『
石
器

か
ら
地
域
の
違
い
を
み
る
』
へ
資
料
貸

出
【
武
田
石
高
遺
跡
ナ
イ
フ
形
石
器
ほ
か
】
／8

東

那
須
野
公
民
館
お
も
と
学
級
見
学
／

10

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
43
終

了
／12

三
反
田
遺
跡
本
調
査
開
始
／

12-20

金
上
向
山
遺
跡
試
掘
調
査
／26

市
毛
下
坪
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／27

橋
本
勝
雄
氏（
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
）
資
料
調

査
【
向
野
遺
跡
ほ
か
石
器
】
／30

ふ
る
さ
と
考

古
学
⑥
「
石
を
み
に
い
こ
う
」（
講
師
・

田
切
美
智
雄
氏
）

月
開館

日数

個人 団体 計

（人） （団体） （人） （人）
4 月 26 1290 4  (0) 118       (0) 1408
5 月 26 348 7  (5) 479  (423) 827
6 月 26 180 7  (4) 338 (286) 518
7 月 26 154 6  (2) 279 (135) 433
8 月 27 293 14  (0) 234 (0) 527
9 月 26 141 3  (0) 103 (0) 244
合計 157 2406 41 (11) 1551 (844) 3957

入 館 者 状 況（2017.4.1. ～ 2017.9.30.）

（）内は学校数
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